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     作業学習 学習指導案
日 時 平成２０年１１月２０日（木）５校時
場 所
生 徒  7名

 
 

授業者　○○○○

１ 題材名 「コースターをつくろう」

２ 題材について
（１）系統性

作業学習では、昨年度は、畑の作業、陶芸、フィンガーペインティングなどに取り
組んできた。本年度は、工具・文具等の道具の使い方を学び、かつ、使い方に慣れる
ことをめあてとし、１学期は、缶ぽっくり作りで金槌と釘の使い方を、また、ちぎり
絵では、昨年のフィンガーペインティングの流れで指先を使う練習をした。２学期は、
身近にある材料でモビールづくりに挑戦した。

（２）題材について
生徒は、各実技教科のにおいて作品の製作に取り組んできた。１年生の家庭科では

フェルトを材料にティッシュボックスを制作した。、２年生の美術では、木彫りでコ
ースターを制作した。また、生活単元においては、刺し子のふきんを制作している。

今回のコースター作りは、用具も身近にあるものを利用し、個々の興味・意欲・特
徴に合わせた材料を用い、こつこつと作業を継続することによって、作品が仕上がっ
ていくという期待感と達成感を味わうために適した教材と考えた。

（３）生徒の実態　　　　　　　　　(省略)

 

 
 

　

（４）指導にあたって
指導にあたっては、生徒個々の実態に合わせて、見本を見せる・手順を説明して見

通しを持たせる・的確なアドバイスをする・手順に従って集中して作業を進める・報
告し確認を受ける・うまくいったところをタイミングよくほめる、といったところに
留意していきたい。また、生徒同士の関係をうまく使って、状況に応じて教え合いが
できるようにしたい。

（５）校内研究との関わり
本校の研究課題は「自ら意欲的に学習する生徒の育成～基礎・基本の定着とその活

用する学習課程の工夫を通して～」である。
中学校特別支援教室においての作業学習は、教科と関連づけた領域とであり、進路

学習としても重要な分野であると考える。国語・数学等の各教科や技術・美術等の技
能教科の力を生かしながら、経験を積み重ねることで、卒業後の各進路先での学習に
つなげることができると考える。

生徒は、自分にとって少しでも難しいと感じると消極的になってしまうこともある
ので、まず、興味を持たせたい。そして、自分が取り組むことを自分で決定すること
で、課題意識を持たせ、見通しをもった取り組みをさせたい。

指導の構想については次の通りである。
① つけさせたい力

・作業について説明されたことを理解し、見通しを持ち取り組める力。
・はさみなどの用具を上手に使うことができる力。

② 本題材での基礎・基本
・作業の手順を聞き、作業の見通しを持つことができる。。
・集中して作業を進めることができる。
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③ 基礎・基本の定着方法
・計画を立て、見通しを持つ。
・手順通りに作品を作る。
・報告をする。

④ 基礎・基本の活用方法
・作業の見通しを持つことができる。
・苦手な作業にも根気よく取り組むことができる。

３ 題材の目標
（１）指導目標

「コースター作りを見通しを持って集中して取り組むことができる」

（２）題材の評価規準
〈 関心・意欲・態度 〉 ・見本（カード）を見て手順を理解し、意欲を持って集中し

て取り組むことができる。
〈 思考・判断 〉 ・わからないところがどこか、筋道を立てて伝えることが
〈 表現・技能 〉 できる。

・用具について、安全に気をつけて取り扱うことができる。
・手順通りに作業を進めることが出来る。

〈 知識・理解 〉 ・説明を聞いて正しく理解し、作業に取り組むことができる。

４ 単元の指導計画と具体の評価規準（６時間扱い）
次・時 学習活動 評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 表現・技能 知識・理解

１ ・作品作りの ・ 仕 上 が り の ・見本（カード） ・教師の説明と
概要を理解 作 品 を 見 る こ をみて、仕上が 手順表で、これ
する。 と で 、 関 心 を りのイメージを から取り組む作

持 つ こ と が 出 持つことができ 品について見通
来る。 る。 しを持つことが

できる。
２ ・材料を揃え ・ 仕 上 が り を ・手順表通りに ・材料を揃えた ・教師の説明と

る。 イメージして、作業を進めるこ ことを報告する 手順表で、本時
意欲をもって、とができる。 ことが、できる。に取り組む。

・作業に取り 集 中 し て 作 業 ・教具の仕組み ・作業について
組む。 に 取 り 組 む こ を理解し、使う 見通しを持つこ

とができる。 ことができる。 とができる。
・本時の作業の ・作業の終了を
振り返りをする 報告することが
ことができる。 できる。

３ ・材料を揃え ・ 仕 上 が り を ・手順表通りに ・材料を揃えた ・教師の説明と
（本時）る。 イメージして、作業を進めるこ ことを報告する 手順表で、取り

・作業に取り 意欲をもって、とができる。 ことが、できる。組む作業につい
４ 組む。 集 中 し て 作 業 ・教具の仕組み て見通しを持つ

に 取 り 組 む こ を理解し、使う ことができる。
５ とができる。 ことができる。

・本時の作業の ・作業の終了を
振り返りをする 報告することが
ことができる。 できる。

６ ・材料を揃え ・ 仕 上 が り を ・手順表通りに ・材料を揃えた ・教師の説明と
る。 イメージして、作業を進めるこ ことを報告する 手順表で、本時

意欲をもって、とができる。 ことが、できる。取り組む作業に
・仕上げをす 集 中 し て 作 業 ・教具の仕組み ついて見通しを
る。 に 取 り 組 む こ を理解し、使う 持つことができ

とができる。 ことができる。 る。
・本時の作業の ・作業の終了を
振り返りをする 報告することが
ことができる。 できる。
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５ 本時の指導
（１）本時の目標

生徒の様子 個々のねらい
Ａ             略                  話をよく聞き作業の取り組み、他の生徒

　　　　　　　　　　　          の面倒もみることができる。
　 時間いっぱい作業に取り組むことができ

る
Ｂ                                 手順をとらえ、根気よく最後まで取り組    

                             むことができる。
 

Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 難しいと感じても、根気よく最後まで取
                              　り組むことができる。

Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　 手順の見通しをもって、意欲的に取り組
　　　　　　　　　　　　 むことができる。

Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 根気よく取り組み、他の生徒へのアドバ
　　 イスができる。

Ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 手順の見通しがもてる。話を集中して聞
　　 くことができる。作業に集中することがで

きる。
Ｇ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自分の作業をしながら、他の生徒の手助

　 けすることができる。

（２）学習内容と具体的な判断基準・支援
具体の評価 つまずきに対する

学習内容 評価規準 十分満足できる状 おおむね満足でき 具体的支援・手立
況 る状況 て

・作業に必要な ・材料一覧表 ・材料一覧表を見 ・材料一覧表を見 ・材料一覧表を見
ものを準備し、 を見ながら、 ながら、一人で準 ながら準備をし、 ながら、教師と一
確認・報告をす 準備し、確認 備をし、確認や報 教師と一緒に確認 緒に材料を揃え、
る。 や報告するこ 告することができ す る こ と が で き 確認させる。

とができる。 る。 る。
必要に応じて他の その後、報告をす
生徒を手伝うこと ることができる。
ができる。

・本時の手順を ・本時の手順 ・手順表を見なが ・手順表を見なが ・手順表を見なが
確認し、見通し を確認し、見 ら、一人で確認を ら、教師と一緒に ら、教師が声に出
を持つ。 通しを持つこ し、見通しを持ち、 確認をし、見通し し て 手 順 を 確 認

とができる。 発表することがで を持つことができ し、見通しを持た
きる。 る。 せる。

・手順表を確認 ・手順表を確 ・手順表を確認し ・手順表を確認し ・手順表を確認し
しながら、作業 認しながら、 ながら、一人で作 ながら、作業を進 ながら、作業を進
を進める。 作業を進める 業を進めることが め る こ と が で き める。

ことができる。できる。 る。
・必要に応じて他
の生徒を手伝うこ
とができる。

・編み機を使用 ・編み機を使 ・編み機を使用し ・わからなくなっ ・編み機を使用し
して、布や紐の 用して、布や て、布や紐のかけ たら教師に聞き、 て、教師が編み方
かけ方に気をつ 紐のかけ方に 方に気をつけなが 一緒に確認をしな をやって見せ、布
けながら、作業 気をつけなが ら、一人で作業を がら、編み機を使 や紐のかけ方に気
を進める。 ら、作業を進 進めることができ 用して、布や紐の をつけながら、作

めることがで る。 かけ方に気をつけ 業を進めさせる。
きる。 ながら、作業を進

め る こ と が で き
る。
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（２）本時の展開
学習過程と５つの視点 学習内容及び学習活動 ○ 具体の評価規準 教具

＊ つまずきの手立て ・ 教材
１ あいさつ １ あいさつをする ・ コ ー ス タ

○ 材料一覧表を見な ー見本
２ 前時の想起をし、 ２ 作業に使用するものを がら、準備し、確 ・ 材料一覧表

手順を確認する。 準備し確認・報告をす 認・報告すること ・ 編み機
【①興味・関心・意欲】 る。 ができる。 ・ 裂き布等

導 ３ 本時の課題の確認 ＊ 教師と一緒に確認 ・ はさみ
をする。 ３ 本時の課題を確認する。 をさせる。

【②目的意識】

課題：手順を確かめながら取り組もう。
入

４ 手順の確認をする。４ 自分の本時の手順を確 ○ 本時の手順を確認
【③予想・見通し】 認し、見通しを持つ。 し、見通しを持つ ・ 手順表

ことができる。 (プリント･
＊ 手順表を見ながら 黒板掲示）

１０ 教師が声に出して
分 手順を確認し、見

通しを持たせる。
５ 課題追求

作業開始 ５ 手順表を確認しながら、○ 手順表を確認しな
【④所属感・貢献感】 作業を進める。 がら、作業を進め

る。 ・ 手順表
６ 次に作業する内容につ (プリント･

いて、声に出して確認 黒板掲示）
する｡

展
７ 編み機を使用して、布 ○ 編み機に布・紐を

紐のかけ方に気をつけ 正しくかけること
ながら、作業を進める。 ができる。

８ わからないところは、 ＊ 編み機・はさみ等
順番を待って教師に聞 を適切に使うよう

開 く 声掛けをする。
○ 解らなくなったら

９ 作業の進んでいる生徒 教師に聞き、一緒
作業終了 は他を手伝ってやる。 に確認をしながら

編み機を使用して
10 本時の作業が終わった 布・紐のかけ方に

ことを教師に報告する。 をつけながら、作
業を進めることが
できる。

＊ 編み機を使用して
教師が編み方をや

３ 0 って見せ、布・紐
分 のかけ方に気をつ

けながら、作業を
進めさせる。

６ まとめ
終 片付け 11 片付けをする

【⑤進歩感・成就感】
末
10 振り返り
分

７ 次時の予告 12 感想を発表する。 それぞれのがんばり ・振り返り表
８ あいさつ を評価する。


